



The sinificance and the practice of musical education in the early childhood,





















Many musical methods and teaching materials for preschool children are currently introduced and published in Japan.
Although this phenomenon reflects that the importance of musical education for infants is extensively admitted, it is the
fact that the materials whose purpose is unclear for the early childhood education are increasing these days. On the
other hand, it is reasonable that the old nursery songs and traditional music of Japan are payed attention as a reaction
against for attaching to occidental music since the Meiji era in the history of school education. This study argued about
Kodály method which was established by a hungarian pedagogist Kodály Zoltán and considerd how to teach the
Japanese nursery songs to infants along the musical purpose. 
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指 導 の 方 法 備　　　考
「やまのおっこんさん」
１）全員で「やまのおっこんさん」を歌う。
２）保育者が子ども役、子どもたちがおっこんさん役となり、交互
唱をする。二度歌ったら役を交代して交互唱をする。
３）子どもたちだけで交互唱をする。
４）子ども役とおっこんさん役を決めてしぐさ遊びをする。
「ひふみよ」
１）全員で「ひふみよ」を歌う。
２）保育者と子どもたちで二小節ずつ交互唱をする。
３）子どもたちだけで交互唱をする。
４）梅の木役とうぐいす役とに別れて役交代の遊びをする。
「ここのごもん」
１）全員で手を叩きながら「ここのごもん」を歌う。
２）保育者と子どもで子ども役と門役に別れて交互唱をする。
３）子どもだけで交互唱をする。
門役を三人決め、交互唱で門くぐりの遊びをする。中心の門役の子
ども（門の親分）は役交代をしないため、子どもが喜ぶような冠を
作ったりするなど工夫する。
「たけのこめだした」
１）全員で手を叩きながら「たけのこめだした」を歌う。
２）子どもたちだけが歌う。子どもの歌に合わせて保育者が手を叩く。
３）保育者だけが歌う。保育者の歌に合わせて子どもが手を叩く。
４）腕を組み、歌いながら拍に合わせて上半身をゆする。
「イチニノ」
１）全員で「イチニノ」を唱える。
２）ひとりの子どもを指名して鬼きめの遊びを行う。歌の拍に合わ
せて指を指していくことに注意する。
「もつれんな、もつれんな」
１）全員で手を叩きながら「もつれんな、もつれんな」を歌う。
２）輪になり、門くぐりの遊びを行う。この時歌の拍に合わせて歩
くことに注意する。
・交互唱をすることで相手の歌をよく聴く。
・遊びを取り入れて繰り返し歌う。
・交互唱をすることで相手の歌をよく聴く。
・歌の内容を理解し、役交代の遊びをする。
「ここのごもん」は比較的長い曲であり、拍
子も四分の二拍子と四分の三拍子が交代で
現れるため、歌いにくいと感じる子どもが
いることが予想される。遊びを取り入れて
何度も歌うと良い。
・拍に合わせて体を動かす。
・何度も行う機会のある鬼決め歌を用いて
拍を身に着けさせる。
・拍に合わせて歩く。
表 : わらべうたの指導法案
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第９号
－ 52 －
ねらい：リズムを楽しみ、叩いたり歌ったりする
ねらい：テンポの違い（速い・ゆっくり）を認識し、歌えるようにする
「ゆすらん、かすらん」
１）全員で手を叩きながら「ゆすらん、かすらん」を歌う。
２）全員で歌を歌いながら歩く。この時、拍に合わせて歩くように
注意すること。
３）門くぐりの遊びを行う。２）と同じように拍に合わせて歩くよ
うに注意すること。
「クリノキバヤシノ」
１）全員で「クリノキバヤシノ」を唱える。
２）保育者が言葉のリズムに合わせて手を叩きながら唱える。
３）全員で言葉のリズムに合わせて手を叩きながら唱える。
「じょうりきじょうりき」
１）全員で「じょうりきじょうりき」を歌う。
２）リズム読みをする。
３）リズム読みをしつつ、リズムに合わせて手を叩く。最初に保育
者がお手本を見せる。
４）全員でリズム読みをしつつ、リズムに合わせて手を叩く。
５）全員で節をつけて歌いながらリズムに合わせて手を叩く。
「オツキサマクグルハ」
１）全員で「オツキサマクグルハ」を唱える。
２）輪になって全員で歌いながら遊ぶ。
３）保育者が手を叩きながら二度唱える。一度目はゆっくり、二度
目は速く唱える。歌った後、一度目と二度目がどのように違ったの
かを子どもたちに尋ねる。
４）保育者のみが歌い、子どもたちは保育者の歌のテンポに合わせ
て遊ぶ。テンポを変更して何度か遊ぶ。
「オモヤノモチツキ」
１）全員で手を叩きながら「オモヤノモチツキ」を唱える。
２）保育者が手を叩きながら二度唱える。一度目はゆっくり、二度
目は速く唱える。歌った後、一度目と二度目がどのように違ったの
かを子どもたちに尋ねる。
３）全員でテンポを変えて何度か唱える。
４）ふたり組のしぐさ遊びを行う。保育者の指示従って、異なった
テンポで遊ぶ。
・拍に合わせて歩く。
・言葉のリズムを楽しむ。
・言葉のリズムと旋律が組み合わさった時
の面白さを感じ、正確なリズムで歌えるよ
う指導する。
・異なったテンポで保育者が歌い、違いを
認識させる。
・異なったテンポで保育者が歌い、違いを
認識させる。
・異なったテンポで歌唱する。
幼児教育におけるわらべうたの意義と指導法　室町
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ねらい：声の大小を認識し、歌唱する
「もどろうもどろう」
１）全員で手を叩きながら「もどろうもどろう」を歌う
２）保育者が手を叩きながら二度歌う。一度目はゆっくり、二度目
は速く歌う。歌った後、一度目と二度目がどのように違ったのかを
子どもたちに尋ねる。
３）全員で手を叩きながら、一度目はゆっくり、二度目は速く歌う。
４）保育者が二小節目までを歌い、三小節目以降以降を子どもが歌う。
５）保育者が二小節目までを異なったテンポで歌い、そのテンポに
合わせて三小節目以降を子どもが歌う。
「すいかばたけに」
１）「すいかばたけに」を二度歌う。一度目は普通の大きさの声で、
二度目は「小鳥さんの声のように小さく歌おうね」などの声かけを
して小さく歌う。
２）「コトリノアシアト、イチ、ニ、サン」の部分のみ小さく歌う。
その際、「小鳥さんはおじいさんおばあさんに見つからないように
こっそり豆を食べに来るんだね。」等、歌詞の内容がイメージでき
るような声がけをする。
「おおなみこなみ」
１）全員で「おおなみこなみ」を歌う
２）保育者が「おおなみこなみ」を二度歌う。一度目は大きく、二
度目は小さく歌う。歌った後、一度目と二度目がどのように違って
いたかを子どもたちに尋ねる。
３）全員で二度歌う。一度目は大きく、二度目は小さく歌う。保育
者が両手の幅で声の大きさを示す。両手の幅が小さければ小さく、
大きければ大きく歌う。
４）「おおなみ」の部分は大きく、「こなみ」の部分は小さく歌う。
保育者が両手の幅で大きく歌う箇所と小さく歌う箇所を示し、手本
を見せる。
５）内と外の二重円になってふたり組のしぐさ遊びを行う。二人で
向かいあって手を繋ぎ、「おおなみ」の部分は大きく、「こなみ」の
部分は小さく腕を振り、「ばっかりこい」で両手を繋いだまま一回
転する。その際、腕は振らずに歌の吐くに合わせて回転することに
留意させる。
・異なったテンポで保育者が歌い、違いを
認識させる。
・異なったテンポで歌唱する。
・相手の歌を聴いて歌い継ぐ。
・異なったテンポで歌い継ぐ。
・歌詞の内容に沿って歌の一部の強弱を変
化させる。
・声の大小を認識する。
・異なった声の大きさで歌唱する。
・歌の中で指示された箇所を指示された大
きさで歌う。
・歌としぐさを連動させることで、遊びの
中で自然に声の大小を身に着ける。
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ねらい：音色の区別を認識する
ねらい：内的聴感
「おてぶしてぶし」
１）全員で「おてぶしてぶし」を歌う。
２）保育者が二度歌う。両手の幅で声の大小を表しながら一度目は
大きく、二度目は小さく歌う。歌った後、一度目と二度目がどのよ
うに違ったのかを子どもたちに尋ねる。
３）全員で二度歌う。一度目は大きく、二度目は小さく歌う。歌の間、
保育者は両手の幅で声の大小を示す。
４）もう一度歌う。今度は歌っている最中に保育者の両手の幅に合
わせて声の大小を変化させる。
５）輪になって物かくしの遊びを行う。
「ぼうさん、ぼうさん」
１）全員で「ぼうさん、ぼうさん」を歌う。
２）子どもたちは輪になって手を繋ぐ。鬼をひとり決め、輪の中心
になってしゃがむ。
３）保育者が鬼に知られないようにひとりの子どもを指名する。
４）輪の子どもたちは歌いながら鬼の周りを回る。
５）「うしろのしょうめんだあれ」を３）で指名された子どもがひ
とりで歌い、鬼は歌声で誰が歌っているのかを当てる。
「たまりやたまりや」
１）全員で手を叩きながら「たまりやたまりや」を歌う。
２）二度目は手を叩きながら、一度目よりも小さな声で歌う。三度目、
四度目も同様に、手手を叩きながら歌う声を小さくしていく。
３）最後には手を叩きながら声を出さずに心の中だけで歌う。
・声の大小を認識する。
・異なった声の大きさで歌唱する。
・歌の中で声の大小を変化させる。
・相手の歌をよく聴き、歌声の違いを認識
する。
・声に出して歌わなくても、内的に歌を聴
くことができるようにする。
